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インターバンクの声 （2015 年 1 月 30 日） 
 

２０１５年も早くも１２分の１が過ぎ去ろうとしており、来週の金曜日は１

月の米雇用統計の発表だ。普段であればその雇用統計の結果に結びつけやす

いこともあって、昨夜発表された米労働省発表の新規失業保険申請件数の内

容（前週比４万３千人減）であれば、もう少し素直にドル買いとなってもお

かしくないはずだが、このところのドル買いに対する市場の慎重姿勢が影響

しているのか、反応は限定的だった。もっとも、注意深い市場参加者は、昨

夜の数字は１９日のキング牧師の生誕記念の祝日を含めた週の数字なので、

通常週の数字との差異を考慮していたのかも知れない。また、スイス国立銀

行〈中央銀行〉による断続的なユーロ買い・スイスフラン売りの為替介入観

測が意識され、ユーロが上昇気味になっていたこともドル買いの一部妨げだ

ったのかも知れない。それでもニューヨーク市場の昼辺りからの株価の上昇

に呼応するようにドル買いも進み、ドル円は１１８円台中盤、ユーロ・ドル

も１．１２ドル台へドルが買われる場面もあった。週の締めくくりとしては、

米第４・四半期の GDP速報値を確認することになるだろう。 
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